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茶道部 宗偏流 杉浦時子 (宗時)

馨60回真鵬無開催
◆芸能大会◆

3日 (日 )9時 30分 開演

◆チャリティーバザー◆

3日 (日 )9時 30分 開場

◆無線たいけん運用◆

3日 (日 )10時～16時

◆俳句会◆

3日 (日 )13時 か ら

51/竜 (金 )～ 31(E議 ) ◆開会式・テープカット◆

1日 (金 )9時

◆美術・文芸展◆

1日 (金 )～ 3日 (日 )

9時 ～ 17時

◆茶会・いけばな展◆

2日 (土 )・ 3日 (日 )

10時～ 16時

※茶会 のみ有料  当 日一服 650円
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【無料体験講座も同時開催します !】
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日

3日  芸能大会
1階 ホール にて 9時 30分 開演
日舞 。民謡 。竿 。大正琴・吹奏楽・

合唱・洋楽 な どの 17団 体が 出演

春の祭典 第68 文 協 祭
芸能・美術文芸展示 と茶会 を開催

令 和 8年 4月

メ曽峰

令和 8年 5月 1日 (金 )～ 3日 (日 )

1日 ～ 3日 美術文芸展示
9時 ～ 17時

1階  陶芸 。写真 。工芸・俳句 。短歌
2階  日本画・洋画
3階  書

3日 チャリティーバザー
1階ホワイエにて 9時30分開場

3日 無線たいけん運用
1階 ロビーにて 10時～ 16時

お
茶
会

・
い
け
ば
な
展

２
日
（土
）
～
３
日
（日
）

１０
時
～
１６
時

一
服
　
前
売
り
６０
円
　
当
日
６５
円

●
お
茶
会
　
　
５
階
研
修
室
１

２
日
　
席
主
　
一暴
千
家
　
小
林
宗
実

３
日
　
席
主
　
宗
偏
流
　
杉
浦
宗
時

●
お
茶
会
　
　
５
階
和
室
４

３
日
　
席
主
　
裏
千
家
　
藤
原
宗
知

●
い
け
ば
な
展

５
階
研
修
室
２

・
会
議
室
４

千
秋
流

。
い
っ
す
い
花
教
室

・
池
坊

・
石
田
流

無
料
た
い
け
ん
講
座
を
同
時
開
催

●
お
絵
描
き
体
験

コ
ー
ナ
ー

２
日

（土
）

①

ｌＯ
時
～
１２
時

②

ｌ３
時

３０
分
～
１５
時

３０
分

自
分

の
好
き
な
物
を
選
ん
で

描
い
て
見
ま
し

よ
う
。

●
は
じ
め
て
の
無
線
機
操
作

３
日

（
日
）
１０
時
～

１６
時

免
許

の
無
い
方
も
無
線
部
メ

ン
バ
ー
の
指
導

の
元
で
な
ら
、

誰
で
も
無
線
機

の
操
作
が
可

能
で
す
。

事
前
申

し
込

み
不
要
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令 和 8年 4月
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第 17回選抜美術展を 3月 1日 ～

3月 8日  碧南市藤井達吉現代
美術館にて開催 しました。

，
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美術文芸部門の作品を展示

○碧南市民病院

4・ 5月  日本画作品
6・ 7月 洋画作品

○サンビレッジ衣浦

7月   写真作品

茫饉躾睫鶴文

涛

々
庵
茶
会
と
竿

・
尺
八

・
三
絃
定
期
演
奏

哲
学
た
い
け
ん
村
無
我
苑
に
て
開
催

当
文
化
協
会

の
茶
道
部
と
等
曲
部
が
協
力
し
、
１０
時
～
１５
時

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

和

の
雰
囲
気

の
中
、
お
茶
と
演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

お
茶
席
は
、　
一
服

６５０
円
　
　
演
奏
は
入
場
無
料

開催日 席主・出演団体

4月 26日
宗編流 杉浦時子(宗時)

川村柔山グループ

5月 24日
裏千家 鈴木みな江(宗江)

鈴木祥子社中

6月 28日
裏千家 永井いく子(宗郁)

絲音の会

7月 26日
茶会は実施しません

神宮弘美社中

8月 23日
茶会は実施しません

鈴木祥子社中

9月 27日
裏千家 藤原知香子(宗知)

若草会

裏千家 小林ミサ子(宗実)

川村柔山グループ

11月 22日
宗偏流 杉浦時子(宗時)

山本加代子社中

12月 20日
裏千家 小林ミサ子(宗実)

絲音の会

1月 24日
裏千家 永井いく子(宗郁)

神宮弘美社中

2月 28日
裏千家 藤原知香子(宗知)

若草会

3月 28日
裏千家 鈴木みな江(宗江)

絲音の会

お知らせなど、当協会の情報を発信して

います。

ホームページ
https://wЦ■v.katch.ne. jp/
～
hekinan― bunkyo/

インスタグラム
https://w■へv.instagram.com/
hbunkyo/

7147)vD
ht tps : //www. f acebook. com/
hekinan. bunkyo
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10月 25日

令和 8年度開催日程
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令 和 8年 4月

茶
道
部
代
表

杉
浦
時
子

（
宗
時
）

６８
回
の
文
協
祭
茶
会
な
ど
、

長
年
に
渡
り
文
化
協
会
に
お
け

る
茶
道
の
活
動
を
重
ね
ら
れ
た

千
人
方
の
功
績
の
も
と
、
現
在

の
茶
道
部
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
当
茶
道
部
で
は
裏
千

家
、
宗
偏
流
の
二
流
派
に
な

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
総
勢
４ｏ

余
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

お
茶
に
は
色
々
流
儀
が
あ
り
ま
す
が
、
茶
の
湯
の
お
も
て
な
し
を
常
に
心

が
け
、
お
茶
席
で
お
道
具
に
出
会

っ
た
り
、
四
季

・
趣
向
な
ど
に
応
じ
て
楽

し
ん
で
、　
一
服
の
お
茶
を
い
た
だ
き
楽
し
み
ま
す
。

昨
今
は
、
立
礼

（椅
子
席
で
お
茶
を
い
た
だ
く
）
が
多
く
な
り
、
足
腰
の

悪
い
方
や
お
子
様
に
も
気
軽
に
お
茶
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

茶
道
部
は
、
文
化
協
会
主
催
の
文
協
祭
茶
会
、
月
見
茶
会
の
ほ
か
、
毎
月

開
催
の
碧
南
市
哲
学
た
い
け
ん
村
涛
々
庵
茶
会
、
碧
南
市
観
光
協
会
主
催
の

花
見
茶
会
な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

先
ず
は
、　
一
服
の
楽
し
さ
を

一
緒
に
い
か
が
で
す
か
。

現
在
、
茶
道
部
の
会
員
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
皆
様
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
碧
南
市
桃
山
町
２
１
２４
１
１

茶
道
部
　
　
杉
浦
時
子

Ｔ

Ｅ

Ｌ

　

０
５
６
６
１
４
２
‐
３
５
０
２

碧

南

市

文

化

会

館

　

展

示

室

ｌ

ｏ
２

◆
水
洋
み
つ
わ
会
展

（日
本
画
）

５
月
３０
日
（土
）
～
６
月
５
日
（金
）

展
示
室
２

◆
片
山
初
敏
　
自
選
展
（日
本
画
）

５
月
３０
日
（土
）
～
６
月
５
日
（金
）

展
示
室
１

碧

南

市

文

化

会

館

　

ホ

ー

ル

◆
第
４５
回
碧
南
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

５
月
１７
日
（日
）

‐４
時
開
演

◆
高
松
会
が
お
く
る
民
謡
の
つ
ど
い

６
月
２８
（日
）

Ｈ
時
３０
分
開
演

碧

南

市

芸

術

文

化

ホ

ー

ル

◆
第
３８
回
琴
伝
流
大
正
琴
演
奏
会

４
月
１９
日
（日
）

１３
時
開
演

シ
ア
タ
ー
サ
ウ
ス
　
入
場
無
料

◆
芳
尚
流
吟
詠
会
　
　
　
・

第
２０
回
吟
と
舞
花
ま
つ
り
大
会

５
月
１６
日
（土
）

Ｈ
時
開
演

シ
ア
タ
ー
サ
ウ
ス
　
入
場
無
料

◆
碧
南
混
声
合
唱
団
　
第
１８
回
演
奏
会

５
月
３０
日
（土
）

‐４
時
開
演

ェ
メ
ラ
ル
ト
ホ
ー
ル
　
有
料
Ⅷ
円

３１
号
３
ベ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

「林
適
誌
」
　

↓
正

「林
適
詩
」

「巣
虚
懸
釜
炊
」
↓
正

「巣
居
虎
懸
釜
炊
」

「管
茶
山
誌
」

↓
正

「管
茶
山
詩
」

独
り
言

桜
花

の
候

あ
な
た

へ
、
今

年
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
お
伝

え
し
た
い
の

。
・
・
・

眼
で
見
て
、
頭
で
考
え
行
動

す
る
自
分
。

師
と
仰
ぐ
方

（
門
下
生
・香
道
・

舞

）
の
立
居
振
舞
。
様
々
な
表

情
で
見
せ
、
美
し
く
雄
大
な
感

性
に
驚
愕
す
る
。
素
通
り
な
ん

か
出
来
な
く
心
が
浮
き
立

つ
自

分
。文
化
協
会
会
員
の
皆
様
と
の

出
会
い
に
、
感
謝
と
敬
意
を
。

常
に
、
私
を
包
む
家
族
に
感

謝
の
念
。

体
調
が
悪
く
足
手
ま
と
い
で

す
が
、　
一
歩

一
歩
前
進
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。

何
時
も
あ
り
が
と
う
。

あ
な
た

へ

四
月
吉
日

・諄

成

。
Ｓ
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